
平成３０年度　空き家利活用等の推進状況について
（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日）実績
１　空き家情報バンクの運用状況
（１）所有者の物件登録
令和元年（8/27現在） 物件登録数　２７件　うちＨＰ掲載数１８件
（２）利用希望者の登録
　　　空き家の利用希望者の登録件数は３１件で、通算の登録件数は２３０件。

利用希望者の住所地の内訳

　　　・県外からの移住………１０件（東京、埼玉、新潟、石川、愛知、大阪）

　　　・県内からの移住………１０件（富山、高岡、滑川、小矢部、南砺）

・市内からの住み替え…１１件

（３）利用希望者への物件案内
　　　利用希望者の内覧について、３４回を案内。

今年度の成約件数：売買４件、賃貸６件　(Ｈ29 売買成立４件、賃貸成立５件)
２　空き家補助金制度の活用
（１）定住促進空き家利活用補助

定住人口の増加及び地域活性化に結びつく市内の空き家を利活用を促進するため、空き家情報バンクに登録されている家屋を利活用する者等に対し、改修等経費及び家賃の一部を助成。

・実績：購入のための改修費補助　０件（Ｈ29  １件）
賃貸のための改修費補助　２件（Ｈ29　３件）

　　　　　　　賃貸する場合の家賃補助　３件（Ｈ29　１件）
　　　　　　　

（２）空き家再生等推進事業補助
地域の活性化及び居住環境の整備改善するため、法人、団体等が実施する市内の空き家を、交流施設、文化施設、体験施設等の用途に１０年以上活用する事業の要する経費に対し、補助金を交付。
・実績：０件（Ｈ26 農家レストラン大門　Ｈ28 増山城 蔵蕃そば　Ｈ29 ＤＩＹ工房
［Ｒ３２２］）
（３）空き店舗再生みんなでチャレンジ事業補助

中心市街地の空き店舗及び、創業者が空き家情報バンクに登録されている物件を改修して店舗として使用する場合、改修等経費及び資金借り入れ利子の一部を助成。

・実績：０件（Ｈ28 麺酒場さきや、Ｈ29 将棋・囲碁処 あなぐま など）

３　空き家利活用交流事業
砺波市へ移住・定住されたい方および伝統家屋の生活体験をしてみたい方に対し、砺波暮らしの魅力を体験してもらうため、宿泊体験施設（佐々木邸）の管理運営及び体験交流事業を実施。また、とやま帰農塾の「砺波塾」では、散居村での暮らしと文化を体感してもらうため開催。
・実績：利用回数１８回、のべ宿泊数６０名、宿泊日数５２泊７０日

（Ｈ29 利用回数　３３回、のべ宿泊数１１８名、宿泊日数７４泊１０６日）
　 ・とやま帰農塾（砺波塾）の参加人数：９名 （Ｈ29 ９名）
　

４　第２のふるさと発見事業
散居村でのゼミ合宿を希望する大学も受け入れ、古民家の空き家「佐々木邸」での宿泊滞在を通じて、砺波の魅力を紹介するとともに、砺波暮らしの魅力を体験してもらうため、宿泊滞在の生活支援や体験交流事業を実施。

・実績：利用大学６校、のべ宿泊数７２名、宿泊日数　１２泊２０日

　（Ｈ29 利用大学　４校、のべ宿泊数８４名、宿泊日数９泊１４日）

５　老朽危険空き家対策
　　　長年にわたって使用されず、適正に管理されていない、景観や周辺に悪影響を及ぼすおそれがある危険空き家等１０戸の所有者等に対して、空家等対策の推進に関する特別措置法に基づき、除却、修繕、立木竹の伐採その他の伐採その他周辺の生活環境の保全を図るために必要な措置をとるよう助言（指導）及び勧告を行い、そのうち所有者によって３戸が除却された。

　　　そのほか、「砺波市老朽危険空き家除却事業」があり、所有者は市に対して建物及び土地を寄付し、その跡地を自治会等が利活用及び適正に管理する場合に市が除却する制度。　・実績：０件　（Ｈ27 般若・鷹栖　１件　Ｈ28 太田　１件）

６　空き家情報連絡員（空き家コ－ディネ－タ－）について

　　　各地区自治振興会から推薦の２１名の空き家コ－ディネ－タ－を委嘱している。
　　　・空き家所有者に対し、空き家情報バンクへの物件登録を呼びかけてもらう。

・市内２１地区の空き家コーディネーターに対し、空き家利活用を含めて空き家対

策についての全体会議を実施。

・市職員とともに空き家の現地確認を行うことを予定。
７　空き家発生を未然に防止する啓発
　　　昨年、作成した「空き家ハンドブック」は、「空き家の所有者になってしまったあなた」や「空き家の予備軍のあなた」と所有者の立場を分けて、登場人物が親しみやすく説明しており、行政出前講座及び相談窓口で配布し、市ホ－ムペ－ジにてダウンロ－ドが可能にしており、発行部数は合計で約2,000冊（8/27現在）
資料 ３








- 1 -
- 2 -
- 3 -

